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１ ＮＢＣテロの使用手段等

２ ＮＢＣテロのイメージ

３ ＢＣテロの初動対処要領

４ 推進すべき科学技術
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Ｎテロのイメージ（1ktのスーツケース爆弾）
高層風

爆 風

飛び散る
ガラス

爆発の瞬間
数千万度
数千気圧

最初の爆風波面

地表面との
反射爆風波面

爆風、放射線、熱線により、半径約１ｋｍの人員・施設に１次被害

熱 線

放射線

ＥＭＰ
電磁パルス

半径約２ｋｍの範囲の通信
器材に故障

フォールアウト

風下約１０ｋｍの人員がフオー
ルアウトから放出される放射線
による傷害の発生（外部被曝）

数字
は気象
等によ
り変化

火球

吹き返し

原子雲の高度
数ｋｍ上昇
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風下危険地域

汚染地域

風向

テロリストテロリスト

爆発現場
Ｂテロ：被災者は発生しない
Ｃテロ：直ちに被災者発生

剤雲は風下方向に流動（風下危険距離）
→Ｂテロ（気化せず、長く流動）
（炭疽菌：約数十ｋｍ～数百ｋｍ）

→Ｃテロ（時間経過後、無散）
（サリン：数ｋｍ～十数ｋｍ）

爆発物：半径数百ｍ飛散
→剤種により数分～数日間持続

ＢＣテロのイメージ（爆発物等）

数字は
気象等に
より変化
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ＢＣテロのイメージ（ラジコンへりによる散布）

風下危険地域

エアロゾルエアロゾル

汚染地域

風向

テロリストテロリスト

雨下タンク付ラジコンヘリ雨下タンク付ラジコンヘリ
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